
■ 学校の共通目標 

授業作り 

重 

点 

○教材研究を通して児童の「意欲を高める」「理解を深める」授業を行う。基礎的・基本的な学力を

土台とし、主体的・対話的な授業を充実する。 

最
終
評
価 

○区学力調査では、特に第２学年の正答率に課題がある。低学年での基礎的・基本的な学力の確

実な定着を図るとともに、「学ぶ楽しさ」を実感できるよう授業改善を進める。コロナ禍により特

に対話的な授業が十分といえない。ICT を活用する等、制限された環境においても充実を図る。 

環境作り 

○ＩＣＴを効果的に活用し、児童の驚きや発見を導き、理解を深める。ＩＣＴ・板書のそれぞれの利

点を生かす。ユニバーサルデザインの視点から特に教室前面を重点に整備する。 

○ICT の活用について、教師による提示はもとより、児童が意見を交換したりプレゼンテーショ

ンをしたりして活用が図られている。GIGA スクール構想による一人１台パソコンによる個別最

適化した学びや協働的な学び等、有効な活用を進めていく。ユニバーサルデザインの視点による

教室環境の整備は定着している。 

■ 学年の取組内容 

 

１ 

国語 

学字形に気を付け、丁寧に書こうとしている児童が多くいる。

一方、ひらがなを書く際に、誤りや文字の書き方が違ってい

る児童が見られ、十分に身に付いていない。 

学物語文の読み取りでは、想像した登場人物の様子を音読に生

かそうとする姿が見られる。一方、考えた理由を説明するの

が難しいと感じている児童もおり、根拠となる言葉や文を探

す力が十分に身に付いていない。 

・丁寧に文字を書こうという意欲をもとに、止め・はね・

はらいなどのポイントに気を付けて書くことについ

て、手本を見せながら指導を行う必要がある。 

・言葉で発したものを文字にすることができるように、

音と文字とを結び付けて理解できるよう指導をする

必要がある。 

・考えた理由にあたる部分がどこであるかを読み取る

力を高める必要がある。 

・授業では、板書や教科書の視写に取り組ませる。また、家庭

学習では、なぞり書きや手本を見ながら書く活動に取り組

ませる。それらを通して、字形を整えて書くことができるよ

うにする。 

・聴写に取り組ませ、聞いた音を文字にする取組を行う。それ

により、音と文字とを一致させて理解できるようにする。 

・誰が、どこで、どのようなことをしていたという場面の様子

を読み取ることができるように、誰が、どこで、どのような

ことをしていたという視点を児童が理解できるように指導

する。また、考えを発表する時には本文の「どこに」「どの

ように」書いてあったかを問いかけ、理由をもつことを習慣

付ける。 

・気持ちや様子を表す言葉を児童に想起させたり、児童に紹

介したりすることで、登場人物の様子を豊かに想像するこ

とができるようにする。 

・新出漢字の指導にあたっては、筆順やとめ・は

ね・はらいに気を付けて書くことができるよう、

正しく書くポイントを伝えるようにする。 

・物語文の読解においては、友達同士や全体で考え

を交流する時間を確保することで、友達のよい考

えに気付くとともに、自らの考えを広げていくこ

とができるようにする。 

・単元の終末の活動を行うために有効な点を児童に

考えさせたり教師が示したりすることで、児童の

表現活動に生かせるようにする。 

・板書や教科書の視写やなぞり書き等の取組を続けてきたこと

に加え、新出漢字の指導の際に止め、はね、はらいなどのポ

イントを指導したことにより、手本をよく見て、字形を整え

て書くことができる児童が増えた。 

・聴写を継続的に行ったことにより、音と文字とを一致させて

書く力が高まった。 

・誰が、どこで、何をしていたかといった視点を押さえて読み

取らせるとともに、発表の際には理由を聞くようにしたこと

で、読みの深まりや友達との意見交流による考えが広まっ

た。 

・単元の終末の活動を行うために、学習した文型や接続語等を

活用できることを児童に示したり考えさせたりしたことで、

児童が必要感をもって読み取り、終末の表現活動に生かす姿

が見られた。 

算数 

学１０までの数についての理解は概ねできている。 

学１０以内の加減計算については、指を使ったり具体物を使っ

たりして計算する様子が見られる。 

学文章問題を読んで加法か減法かを判断して立式する力や、問

いに正対した答え方をする力が、十分に身に付いていない。 

・１０までの数についての理解ができているので、２つ

の大小を判断したり、正しい順序で並べたりする力を

高めていく。 

・加減計算の問題について計算を素早く、正確にできる

ようにしていく必要がある。 

・文章問題に取り組ませる際には、ブロック等の具体物

を示し、操作させながら加法か減法かの場面を理解さ

せる必要がある。また、問題文を読み取り、どのよう

な答え方をすればよいのかをできるようにする必要

がある。 

・２つの数を比べる問題や、数字の順番を答える問題等、様々

な問題に取り組ませることで、数の大小や順序の理解を深

める。 

・家庭学習を通して、既習事項に取り組ませることで、計算に

慣れさせたり理解を定着させたりする。また、授業ではデジ

タル教科書や実物投影機で絵や具体物を映し出すことで、

理解しやすくする。 

・問題文を読む際に、数が増えたのか減ったのかに着目させ

る発問をする。また、「みんなで」「合わせて」、「のこりは」

「ちがいは」などの言葉に着目させることで、加減の場面を

理解させ、立式及び計算をさせる。答えを書く際には、問題

の終末部分に着目させることで、単位やどちらがどれだけ

多いかなどの答え方ができるようにする。 

・ブロックや紙テープ、時計などの具体物を児童自

身が操作し考える時間を設けることで、数量の増

減や多寡、長短などについて理解しやすくする。 

・家庭学習でいくつか前の単元の学習に取り組ませ

ることにより、学習した内容を想起しやすくする

とともに、今後の学習にも既習事項を生かせるよ

うにする。 

 

・様々な具体物を児童が操作し考える時間を設けたことで、児

童の量感が高まり、見当を付けながら問題を解く姿が多く見

られるようになった。 

・問題文の意味を理解し、加減の場面を理解したことで、児童

が自信をもって立式及び計算をし、理由も含めて友達と伝え

合うようになった。 

・デジタル教科書や実物投影機を使い、絵や具体物を映し出し

て指導を行ったことにより、児童一人一人が見通しをもって

活動できた。 

・授業と連動した家庭学習により、学習内容の定着が見られる

とともに、既習事項を生かして問題を解くようになった。 

２ 国語 

学漢字やカタカナを正しく書いたり読んだりすることが概ねで

きている。だが、学習した漢字を積極的に使わない児童が多

い。 

学文を書くことに抵抗感をもつ児童が多い。 

学自分の思いや考えを表現することが苦手な児童が多い。 

・日頃から習った漢字を使うことを意識させる必要が

ある。 

・短文なら書けるが、長文を書くときに順序立てて書け

なかったり、自分の考えや経験を結び付けて書くこと

ができなかったりする児童が多い。 

・自分の思いや考えを表現する時に「なぜ」「どうして」

が問われれば表現できるが、自発的には出てこない。 

・漢字の定着を図るために、ベーシックタイム（短時間学習）

や家庭学習の充実を図る。小テストやワークテストを実施

し、習った漢字が身に付いたか確認できるようにする。得点

表にテストを貼り、意欲付けをする。 

・週末日記の取組を行う。観察記録文を書かせる時や自分の

思いや考え書く時に、５W１H を意識して表現できるよう

にする。個で活動したことをペアで見合ったり全体で確認

したりできるよう指導する。 

・話す時や書く時の型を示す。「はじめ」「中」「おわり」の構

成を繰り返し指導し、国語以外の授業でも生かせるように

する。 

・声掛けすることで習った漢字やカタカナに直せ

る。ただ、自発的に書く児童はまだ少ないので引

き続き指導していく。 

・以前に比べて全体的に長い文を書けるようになっ

てきた。課題が明確であることや、興味・関心が

あるものにはすすんで書く様子が見られるが、目

的意識をもって書かせるようにする。 

・「まず」「つぎに」「それから」の接続詞を指導し

たことで、順序立てて書いたり話したりして自分

の思いや考えを表現できるようにする。 

・学習活動で習った漢字が出てくると、自分で気が付けるよう

になってきた。今後も意識して習った漢字を使っていけるよ

うに取り組ませていく。 

・５W１Hや接続詞を継続して指導してきたことと、物語文や説

明文の学習をするときに言葉や文のまとまりを意識しながら

読んできたことで、順序立てて文章を書けるようになってき

た。 

・国語の教科書巻末に掲載されている気持ちを表すキーワード

を基にして、自分の思いや考えを表現するきっかけを作って

きた。考えを出した後には、必ず理由を付け加えられるよう

に引き続き指導をしていく必要がある。 

 

学年 教科 
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６月以降の学習状況に基づく分析 
学力向上に向けての児童の課題 改善のための取組 追加する取組等（12月） 年度末の取組評価（２月） 

令和２年度学力向上のための重点プラン【小学校】                                      新宿区立淀橋第四小学校 （様式 1） 



算数 

学 繰り上がり繰り下がりのある計算を正しく解く力が概ね身

に付いている。筆算は手順を忘れたり、ケアレスミスが目立

ったりしている。 

学 文章問題を読んで内容を正しく理解できずに正答できない

児童が見られる。 

・時間が経つと筆算の手順を忘れてしまったり、加法・

減法が混合してしまったりする。 

・数字の書き方が雑だったりマスの使い方が間違って

いたりすることによる誤答が多く見られる。 

・文章に下線を引き、内容を確認する習慣を付ける指導

をした結果、概ね正しく問題を捉えられるようになっ

てきた。だが、声掛けはまだ必要であり、繰り返し指

導していく必要がある。 

・既習内容のプリントや計算ドリルを活用し、ベーシックタ

イム（短時間学習）や家庭学習で繰り返し取り組めるように

して定着を図る。 

・タブレット PC を用いて学習コンテンツを活用し、学校で

も家庭でも習熟を図れるようにする。 

・ICT 機器を活用し、ノート指導を徹底させる。マスの使い

方、定規を使う、繰り上がり繰り下がりのときに必ず数字を

書くなど、手順を定着させる。 

・デジタル教科書を活用し、動画を活用してイメージをもた

せたり、キーワードとなる語や文に下線を引いたりして理

解を促す。 

・定期的に問題を解くことで計算の仕方を忘れずに

解答することができるようになってきた。学習コ

ンテンツの並行をして継続していく。 

・デジタル教科書を活用して授業を進めていること

で視覚的に課題や問題把握ができている児童が増

えているので、継続して行う。 

・文章問題に取り組む際は、「分かっていること」

「もとめること」を全体指導で探し、内容の確認

をしてから取り組むようにする。 

・ベーシックタイムや家庭学習で繰り返し問題を解いたことで

既習内容の定着が図られた。継続して取り組ませていく。 

・問題文の意味を理解できるように、サイドラインを引いたり

図をかいたりしてから立式をさせてきた。「もとめること」

がはっきり分かることで、課題解決ができるようになってき

た。 

・デジタル教科書を活用することで、理解が早まったり正確に

課題を捉えられるようになってきたりした。今後も積極的に

活用していきたい。 

 

３ 

国語 

調「書くこと」について、区及び全国の平均正答率を下回って

いる。 

調言語についての知識・理解・技能において、区及び全国の平

均正答率を下回っている。 

学 5W1Hを意識して話したり聞いたりできる児童が多いが、つな

がりに着目して話したり、話の要点を聞き取ったりできる児

童は少ない。 

・「はじめ」「中」「おわり」の構成を意識して書くこと

が苦手な児童が多い。 

・漢字の読み書きについては、個人差が大きい。また、

漢字の筆順を正しく理解できていない児童が多い。 

・接続詞を用いて話したり、大事なところを落とさずに

聞いたりすることが苦手な児童が多い。 

・学習の振り返りを書く場を設ける。教師の価値付けにより、

書くことに慣れさせるとともに、有用感を高める。 

・ベーシックタイム（短時間学習）で漢字の学習で ICT を活

用し、筆順、部首などを視覚的に捉えさせ、定着を図る。ま

た、家庭学習での練習方法も指導して、取り組ませていく。

定期的に漢字テストを実施して定着させ、個別指導に生か

す。 

・大事なことを落とさないように聞くために、よい話し方や

よい聞き方についての話型や聴型を示し、指導する。 

・書くことに慣れてきたが、文章構成を工夫するこ

とについては課題が見られる。作文の書き出しの

モデル文を示したり、共通教材を用いた指導をし

たりしていく。 

・漢字の学習は、ＩＣＴを効果的に活用し、書き順

や部首などを視覚的に捉えることができるように

なってきた。ベーシックタイムを計画的に指導す

ることで定着の効果が出ている。今後も継続して

いく。 

・説明的文章の指導では、大事なことを捉えさせる

ために一文一文丁寧に解釈の指導をしていく。そ

のために段落を分ける活動や段落ごとに文番号を

つけるよう活動を指導していく。 

・共通教材を用いて書く時のポイントを示し、モデル文を用い

て完成形についての見通しをもたせたことで、「はじめ」

「中」「おわり」で書くべき内容を理解し、書き進めること

ができた。さらに、「はじめ」「おわり」を先に書く等、文章

を書く順番の工夫をしたことで、児童の書くことへの抵抗が

少なくなった。 

・3年生で学習する漢字は、概ね定着している。ベーシックタ

イムに実施している確認テストにおいて得点率は平均 80％以

上とれている。 

・叙述から根拠を探す活動を続けたことで、大切な文章を見付

け、筆者の考えを読み取る力が身に付いた。一方で話を聞く

姿勢に、課題がある。教師の指示を情報として理解すること

ができず、思い込みで行動したり、友達の動きを見て行動し

たりする児童が目立つ。 

算数 

調「１０００までの数」について、区及び全国の平均正答率を

下回っている。 

調「かけ算」について、区及び全国の平均正答率を下回ってい

る。 

学計算問題を早く解けるようになってきた児童が多いが、個人

差が大きい。 

・１０００までの数を数直線に表したり、不等号を用い

て大小を比較したりすることが苦手な児童が多い。 

・かけ算を適用して文章問題を解くことが苦手な児童

が多い。 

・繰り上がりのあるたし算や繰り下がりのあるひき算

の問題を解くことが苦手な児童がいる。 

・数量関係の学習においては、ICT を活用し、児童に視覚的

に捉えさせることで概念の定着を図っていく。特に、数直線

により大きさを実感させる。 

・文章題については、ICT を活用して文章題のイメージ化を

図り、何を問われているのかを理解させて、立式させ、文意

を確実に捉えられるようにする。 

・日常的に四則計算の練習に取り組ませて、計算力の向上を

図る。 

・デジタル教科書を積極的に活用して指導する。要

点のみを板書し、丁寧に指導することで学習の内

の定着を図る。 

・キーワードに下線を引くことで、問題の理解がで

きるようになってきた。継続することで、文章題

の題意を読み取れるようにしていく。 

・家庭学習で学習内容に準じたプリントを課して、

次の日に採点評価することで、復習できるように

していく。 

・デジタル教科書による視覚的に分かりやすい指導の成果で学

習の理解が深まり、単元テストの平均得点率は 80%を超えてい

る。ただし、かけ算や図形などでは、理解の定着が十分身に付

いていない児童が見られるので、引き続き指導する。 

・問題文に下線を引いたり印を付けたりしたことで問題の場面

を理解し、正しい答えを導く児童が増えた。問題文を読み取る

力が十分身に付いていない児童もまだいるため、補充的な指

導を続けていく。 

・ICTを活用し、数直線や図形などを児童にイメージしやすく指

導をしたことで、考え方を表現できる児童が増えた。 

４ 

国語 

調全国正答率を上回っているが、第２学年の配当漢字を書くこ

とが身に付いていない。 

調「言葉の学習」では、漢字の部首について目標値を上回って

いるが、国語辞典の使い方の理解が十分ではない。 

調２段階構成の作文や中心を明確にして文章を書くことについ

ては目標値を上回っているが、指定された長さで文章を書く

ことに課題がある。 

学第３学年の漢字については、定着している。 

・第１学年、第２学年配当の漢字について、正しく読む

ことや書くことに課題がある。文章に取り入れて書く

ことができない。 

・五十音の順番について理解していない児童がいるた

め、国語辞典の使い方に課題が見られる。 

・「書くこと」について、苦手意識は少なくなってきた

が、指定された長さで書くことができない。 

・繰り返し指導しないと既習の漢字を忘れてしまうの

で、自分で学習できるような手だてが必要である。 

・文章を書くことへの苦手意識を減らすために、年間を通じ

て、作文を書く時間を設ける。また、日記などを書く機会を

設ける。 

・「書く」の単元では、構成メモを用いて、順序を捉えて書く

ことを指導する。 

・新出漢字の習熟には、国語辞典を活用するようにする。 

・文章を読む際に、場面分けを学級全体で行う。また、登場人

物の確認や情景を全体で確認することで、話のまとまりが

変化したことに全児童が気付けるようにする。その際、一人

で考える時間、友達の意見を聞いて考えを広げたり深めた

りする時間を設け、対話的な学習の充実を図る。 

・新出漢字の練習に加え、既習の漢字の復習を行っ

てきたところ、既習の漢字を正しく読み書きでき

る児童が増えた。継続して、復習を行っていく。 

・構成を捉えて作文をするよう指導を積み重ねてき

た。今後は、接続語や文末表現を意識して作文で

きるよう指導していく。 

・新出漢字練習のときや、国語の読解のときなど、

国語辞典を使っての意味調べが定着してきた。 

・読解では、場面ごとの内容を理解することはでき

るようになってきた。一文一文の繋がりを意識で

きるよう、文番号を打つなどの工夫を続ける。 

・既習の漢字を正しく読み書きできる児童が増えた。 

・国語辞典を活用した意味調べを行ってきところ、国語辞典の

使い方が身に付いてきた。また、語彙が増えてきた。 

・構成を捉えて作文をしたり、要約文を書いたりすることへの

抵抗感は少なくなってきた。主語と述語の繋がりを意識する

ことや、一文を短く分かりやすく書くことなど、まだ十分に

身に付いていない児童がいるので、引き続き指導をする必要

がある。 

・文章の読み取りの際、一人で考える時間の後に友達と意見を

交換することで、考え方を広げたり、深めたりする児童が増

えた。 

算数 

調「わり算」の２桁÷１桁＝１桁（余りあり）の計算について

は、目標値を下回っている。また、余りの処理に気を付けて

答えを求めることについても目標値を下回っている。 

調「１００００より大きい数」については目標値を上回ってい

るが、数の相対的な大きさの理解については目標値を下回っ

ている。 

学計算について苦手意識をもっている児童が、計算に意欲的に

取り組むようになった。 

・かけ算の習得に課題がある児童が多いため、わり算に

ついても計算を誤ったり、余りを書き忘れたりする児

童が多い。 

・ある数を、単位に着目してそのいくつ分と見る方法

や、数の仕組みについて理解していない児童が多い。 

 

・家庭学習などで、既習内容の復習に取り組み、基礎的・基本

的は学力の定着を図る。 

・四則計算を毎回の授業で取り組むことで、計算力の向上を

図る。 

・大きな数の概念を定着させるために、単位の書き込みや４

ケタの区切り線を書かせ、考えさせる。 

・年間を通じて具体物やＩＣＴを効果的に活用し、長さやか

さについて量感を実感させ、定着を図る。 

 

・既習内容の復習、四則計算の復習など、基礎・基

本となる学習は引き続き家庭学習でも取り組ませ

る。 

・デジタル教科書などＩＣＴを活用することで児童

の理解が深まっていると感じる。 

・問題を図に表して考えることに課題がある児童が

多いので、教員が意識をして指導をしていく。 

・整数のかけ算、わり算は身に付いてきている。1割程度の児

童は九九が定着していないので、引き続き指導が必要であ

る。小数のかけ算、わり算は、小数点を打つ位を間違えてし

まう児童がいるので、指導をしていく。 

・文章問題を図に表せるようになってきた。 

・具体物や ICTを活用した指導を繰り返し行ってきたところ、

量感を実感できる児童が増えることに繋がった。 



５ 

国語 

調「書くこと」について、正答率は上がっているが、「２段落構

成で文章を書くことができる」に関して、目標値に達してい

ない。 

学学習感想や日記等、文章を書くことに昨年度から取り組んだ

ことで、書くことへの苦手意識が少ない。 

学発表する機会を設けたことで、聞き手に分かりやすく伝えよ

うとする意識が育っている。 

・はじめ・中・終わりの構成を考えながら書くことや、

読み手に伝わりやすくするために順番に気を付けて

書くことに課題が見られる。 

・漢字がもつ意味を理解していないため、同音異義の漢

字と間違える児童が多い。 

 

・「書くこと」では、構成メモや短冊等を用いることで、文章

構成を視覚的に捉えさせ、順序を意識して書くことができ

るようにする。 

・自分の考えや学習感想を書く活動を取り入れることで、文

章を書く機会を増やす。 

・新出漢字を学ぶ際、自分で文章をつくる学習を設け、漢字の

もつ意味を捉えられるようにする。 

・読書活動などを充実させ、語彙を増やし、言語感覚を磨く。 

・文章を読む際に、文章の構成を理解する時間を設ける。ま

た、接続語に注目させることで、一人一人の力で段落の内容

を捉えられるようにする。 

・文章構成を視覚的に捉えさせたことで、理解しな

がら順序を意識して書くことができるようになっ

た児童が多い。しかし、読む活動では、文章の構

成を捉えることが苦手な児童がいる。接続語や語

尾に着目させ、段落の内容を捉えられるようにし

ていく。 

・同音の漢字の意味を理解せず、間違える児童が多

い。辞書を引かせたり、自分で文章をつくったり

する活動を設ける。 

・説明文では、文末表現や強調されている言葉を頼りに、段落ど

うしの関係や文章の構成を捉えることができる児童が増えて

きた。 

・新宿区学力定着度調査では、最後の問題まですべて解くこと

ができない児童が多かった。内容の理解力が低く、時間がかか

ってしまうことが考えられ、今後の課題である。 

・「聞く・話すこと」では、活動内容の意図を捉え、提携の文章

構成に沿った文を考え、話すことができる児童が多い。また、

友達の考えや意見を、自分の考えと比べて聞くことができる

児童が増えた。 

算数 

調「数と計算」おいて、目標値を超えているが、「２けた÷１け

た＝２けた（余りなし）」は、目標値に達していない。 

調「分度器の中に示された角の読み取り」において、目標値に

達していない。 

学基本的な四則計算が身に付いていない児童が多い。 

学定規や分度器等の操作において課題のある児童が見られる。 

・わり算のように、２つ以上（わり算・ひき算）の手順

を行う計算に課題が見られる。 

・コンパスや分度器を用いた作図等に課題が見られる。 

 

・東京ベーシックドリルや既習内容の復習に取り組ませ、基

礎的・基本的は学力の定着を図る。 

・見直しをする時間を確保することで、自ら気付き、正しい答

えを導き出せるよう習慣付ける。 

・ノート指導の際に定規を使う機会を設けたり、デジタル教

科書やＩＣＴ機器を活用し分度器やコンパスの使い方を視

覚的に身に付けさせたりすることで、作図をする力を高め

る。 

・東京ベーシックドリルや既習内容の復習に取り組

んだが、小数の計算や図形を苦手とする児童が多

い。引き続き、指導を行っていく。 

・見直しをさせたことで、自ら間違いを気付くこと

ができる児童が増えてきた。 

・図形の領域では、特に作図を苦手とする児童が多い。引き続

き、指導が必要である。 

・小数の計算、分数の計算に課題が見られる。小数の計算では、

特にかけ算とわり算の計算の仕方を混同している。また、分数

の計算では、通分と約分に課題があり、数の性質の理解が不十

分である。 

６ 

国語 

調「条件に合わせて文章を書くこと」と「活用の思考力・判

断力に関する問題」が、目標値に達していない。 

学目的や意図に応じて、考えなどを話す、聞く能力、また、内

容や要旨をとらえながら読む能力が高い児童が多い。 

学目的や意図に応じた文章の構成の効果を考えて文章を書くこ

とを苦手とする児童が多い。 

・基本的な文章の構成を考えることはできるが、効果的

な構成や表現を書くことに課題がある。 

・事実と感想、意見などを区別したり、図表などを効果

的に引用したりして考えることが苦手な児童が多い。 

・語感や言葉の使い方に関する意識が低い児童が多い。 

・文章中の指示語や接続詞、比喩を読み取り、また、事実と感

想を区別できるような板書をすることで、文章の構成を理

解させていく。 

・新聞やポスター作りなど他教科でも活用できる内容を設定

し、効果的に引用したり考えられたりしているものを全児

童に広げていく。 

・言葉の例文を考えさせて使い方の理解を深める。 

・文章の読み取りで丁寧に指示語、接続詞、比喩を

読み取ることを通して、文章の内容を理解できる

児童が増えてきている。 

・新聞やポスター作りでは、情報を効果的に活用す

ることが難しく、写してしまうことが多い。文章

の要旨をまとめることに重点をおいて指導をして

いく。 

・説明文では、自分が読み取ったことを接続詞や文末表現に注

目して、根拠をもって伝えることができるようになってきた。

文章量が増えると、読み取りを諦めてしまう児童がいるので、

文章を読むことに慣れさせることが必要である。 

・要旨をまとめることに重点を置いて指導を継続したことで、

必要な部分を取捨選択しようとする姿が見られるようになっ

てきている。事実と意見を分けて読み取り、筆者が主張してい

ることを自分の力でまとめられる児童が増えている。 

算数 

調数と計算「約数と倍数」と量と測定「単位量当たりの大

きさ」が目標値に達していない。 

調小数のかけ算・わり算の知識・理解が、平均より下回っ

ている。 

学基本的な図形の測定や作図、計算の能力が高い児童が多い

が、活用する問題を解くことが苦手である。 

・算数的活動を通して、整数の見方、数についての感覚

や計算の意味の理解などを高める必要がある。 

・小数のかけ算とわり算、分数の約分や通分などで、手

順が複雑になると簡単な計算を間違える児童が多く、

正確に計算することに課題がある。 

・自分の考えを表現することが苦手と感じている児童

が多い。 

・なぜその式になるのかを数直線等を用いて、式の意味を考

えさせ、ICTを活用し、自分の言葉で伝える場を設ける。 

・複雑な計算では途中の式を書かせることを徹底することと

見直しをする時間をとらせることで正確に答えを導き出す

力を身に付けさせる。 

・自分の考えを書く際に、一つの方法に限らず、言葉や図や数

直線など複数の方法で表現してよいことを指導し、対話的

な学習の定着を図る。 

・数直線を自分でかくことが難しい児童が多い。こ

ちらが数直線を示すと立式できるので、今後も引

き続き自分で数直線をかく指導を継続していく。 

・小数や分数の比を簡単な比にする方法など、既習

事項を忘れている児童が多い。何度も繰り返し復

習に取り組む時間を積極的に設定していく。 

・数直線を途中までかいて提示すると、ほぼ全員の児童が正し

く立式することができる。しかし、自分から数直線をかこうと

する児童は半数程度であり、まだ定着していない。文章問題に

数直線の図を提示することで、児童が考えやすくなるように

してきた。 

・宿題のプリントやベーシックドリルの結果などから児童が苦

手とする内容に重点的に取り組んだ。繰り返し問題に取り組

むことで、基礎学力が少しずつ定着してきている。 

音
楽 

学学習への意欲が高く、特に歌唱への興味・関心が高い。高学年は違う

パートを歌い合わせる喜びを感じている。ただ歌詞や楽譜の内容から

どのように歌いたいかについて思いをもつ児童は多くない。 

学リコーダーの運指について、フラットやシャープになると困難になる

児童が各学級に数名いる。 

・歌詞の内容や楽譜に書かれている情報に細かく注視

しない。 

・左手のみの動作は難なくできるが、右手が加わったり

フラットやシャープが入ったりする、運指が難しくなる

児童がいる。 

・ICT を活用し、歌詞の内容や楽譜に書かれた情報を全体で

共有し、どのように演奏したいかについて常に意識できる

ようにする。 

・常時活動にリコーダーのフラットやシャープのある曲を取

り入れ、定着を図る。特に苦手意識の高い児童には、個別にス

モールステップのゴールを設定し、「できる・できた」の実感

をもつことを重ねて自信をつけていく。 

・楽器や聴覚機材を活用して、自分なりのイメージ

を持って音楽活動ができるように促す。 

・子どもたちが楽器への苦手意識を克服できるよう

に、引き続き個別のスモールステップ、ゴールの

設定を行っていく。 

 

 

・ICTや視聴覚機材を活用し、歌詞の内容や楽譜に書かれている

情報を読み取る活動を行った結果、どのように演奏したいか

自分なりのイメージをもち楽しみながら歌う児童が増えてき

た。 

・コロナウイルス感染拡大防止対策を行いつつ、リコーダーの

フラットやシャープのある曲を取り入れ、定着を図った結果、

児童たちがリコーダーを楽しむ姿が見られた。 

図
工 

学豊かな発想をする児童が多いが、なかなかイメージが浮かばない児童

もいる。 

学イメージをもつことはできるが、どのように表したらよいか分からな

い児童がいる。 

・自分の様々な体験を作品づくりに生かすことができ

ていない児童がいる。 

・はさみやのこぎりなどの切る道具や絵の具やクレヨ

ン等の描画の道具を、自分の思い通りに使えない児

童がいる。 

・表現の幅を広げるために様々な作例をＩＣＴを活用して示

し、いろいろな技法を習得できるようにする。 

・既習の道具の使い方を授業の初めに使い方の確認をしたり

思い出したりするための時間を設け、繰り返し取り組むこ

とで操作がスムーズにできるようにする。 

・作例を提示するだけではなく ICT機器を活用し、

作る過程を提示した。作っている過程から発想す

る児童もいた。 

・道具の使い方の確認をしたり掲示したりすること

で、苦手な道具を自分で何度も練習する子が増え

た。 

・作り方や作例を見せる時に ICT機器を通してホワイトボード

に大きく見せたり、実物を通して美しさを見せたりしたこと

で、児童のイメージを膨らませる助けとなった。 

・用具の使い方を常掲することにより、使い方を確認できる児

童が増えた。また、それを見ながら、何度も練習したことによ

り自信をもって作品作りに臨める児童が増えた。 

 

特
支  

   
 

     調…新宿区学力定着度調査の結果から見える学習状況  学…授業での様子や提出物、作品、ワークテスト等から見える学習の状況   ※分量は 2ページ以上となってもよい。   


